
村田町土壁塗り体験ワークショップ
6 月 26 日

目的：

伝統的な建築の造り方の 1つである土壁について、その構造や造り方を体験しながら学ぶこと

によって、伝建地区となった村田町の町並みや伝統的な建築について理解を深める。

内容

①土壁の構造を学ぶ

　壁の下地である小舞の造りを、実物（壊れているとこ

　ろや模型）を見てみる。

②土壁づくりを学ぶ

　壁土の材料と造り方についての説明を聞いた後、実際 

　に土と藁を混ぜる工程を体験してみる。

③土壁の塗り方を学ぶ

　小舞の模型などを使って、土を実際に塗ってみる。
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村田町土壁塗り体験WS第 1回（2016/04/23～24） 作業内容 作成：横浜国立大学（新井康之、鍜治野泰佑）
1日目参加者（みらい館：2名 町内建設業主：2名 県内：2名 東北工大：1名 横浜国大：4名）

１．全体挨拶と作業内容説明 

このワークショップにおいて、初めての集まりということで、
自己紹介をした。その後、大野が壁土練り作業の概要を説明し、
今日行う作業を確認した。 

 

２．壁土練り場つくり 地面の整地作業 

コンパネ（構造用合板）の浮き沈みがあると、素足で粘土を踏
むときに足を怪我する可能性があるため、なるべく地面を平坦
にする必要がある。鍬で土を掘り起こし、足で整えていく。も
しくは砂を買い、低いところに盛る、という手順で行った。 

３．壁土練り場つくり 足場板の釘止め＋杭打ち 

コンパネと足場板の隙間は余裕を持ち（約 2cm）、足場板同士
を釘止めする。その外側の足場板に沿って、足場板を支えるよ
うに杭を掛矢（木槌）で打ち込む。 

 

４．壁土練り場つくり 外枠完成 

最終的に壁土がこの枠いっぱいに入ってくるため、強い圧力で
内側から枠を押される。そのため、枠の外側の杭が倒れないよ
うにしっかり掛矢で打つ必要がある。 

 

５．壁土練り場つくり 底板敷き詰め 

仮置きしていたコンパネを一度外して足場板だけにする。ビニ
ールシートを敷いて、もう一度コンパネを敷き直す。シートを
敷くことにより、外側に水を漏らさないようにする。 

 

６．壁土練り場つくり 内枠の作成 

足場板（巾 0.3m・長 2.1m・厚 0.03m）×2で内枠をつくるた
め仮置きする。足場板を釘止めし、内枠を固定する。内枠は土
と藁スサの練り合わせに用いる。内枠がない場合、練り合わせ
の際、外側に壁土が広がり、混ぜにくい。 
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村田町土壁塗り体験WS第 1回（2016/04/23～24） 作業内容 作成：横浜国立大学（新井康之・鍜治野泰佑）
2日目参加者（みらい館：4名 県内左官職：1名 県内：2名 東北工大：1名 横浜国大：4名）

７．練り場に粘土を運ぶ 

柔らかくした土をスコップ等でバケツに移し、猫車に土を入れ
ていく。バケツ一杯は約 10L（10kg）であり、猫車にバケツ 5

杯分を入れる（1猫車＝50L）。目安が分かってきたら、猫車に
直接土を入れていき、目で土の量を判断していった。 

８．粘土の配置 

猫車 3 台分（約 150L）の土を内枠の土練り場に入れ、土を火
山の火口のように中心をへこませ、円状に配した。 

これはこの後、藁スサと水を入れたときに水を逃がさずに徐々
に混ぜ合わせていくようにするためである。 

９．藁スサ＋水入れ 

円状に配置した粘土の中心に藁スサと水を入れる。水を多く入
れなければ土は柔らかくならず、混ぜにくい。 

 

 

１０．粘土と藁スサの混錬作業 

粘土・藁スサ・水を入れた後、もんじゃ焼きの要領で鍬を使っ
て混ぜていく。4 月 23 日は東側壁土練り場でのみ、粘土と藁
スサの混錬を行った。3回に分けて粘土、藁スサを入れていき、
合計、猫車 9台分＋藁スサ 6kgを入れた。 

１１．粘土と藁スサの混錬作業 

ある程度、混ざってきたら足を使い、練る。土の塊を崩すこと
や石ころの除去、藁スサの混ざり具合の確認など、人間の感覚
を使わないとできないため、足の裏、指を使って作業する。あ
る程度踏むと藁スサが下に沈んでいくため切り返していく。 

１２．粘土と藁スサの混錬作業（4月 24日） 

西側壁土練り場において、土を猫車 10 台分（＝10L バケツを
50杯分＝0.5立米）と藁をビニール 1袋分（＝6kg）混ぜた。
本来、藁スサを 9kg入れないといけないところを 3kg分入れ忘
れていた。次回、各土練り場に藁スサを 3kg入れることにした。 



村田町土壁塗り体験WS第 1回（2016/04/23～24） 作業内容 作成：横浜国立大学（新井康之、鍜治野泰佑）

１３．藁スサづくり作業場 

コンパネ 4枚分の上にブルーシートを敷いて、藁スサづくり作
業場とした。藁スサは昨年前のもので 100kg 用意してもらっ
ている。今回持ってきた藁スサはその一部（約 20kg）で残り
は歴史みらい館に保管してある。 

１４．押切の取り扱い説明 

足で土台を支え、安定させる。押切の柄を上げると手前に刃が
出てくるため、足の位置に注意する必要がある。適度に藁を束
ね、刃の根元に喰い込ませて藁を約 6cm に切断する。刃から
土台の外側までの長さが 6cm強なので目安にするとよい。 

１５．藁スサづくり  

押切は大変危険な道具であるため、複数人でやる場合、距離を
置いて作業をする必要がある。そのため 5 台用意していたが、
3 台に減らした。藁スサをビニール袋に入れていく際に、切れ
ていない藁が多々あるため、識別が必要である。 

１６．藁スサづくり 袋詰め 

切断してできた藁スサを袋 6分目程まで入れた場合、約 6kgで
あった。これを目安として、一袋＝約 6kgとして計算していく。 
 

 

１７．作業道具の洗浄 

生活用水路から汲み上げた水で、道具を洗浄する。ネコ車に水
を貯めて、藁縄を用いて洗うと汚れが落としやすい。またバケ
ツに水を溜め、汚れた足を洗う。洗浄後の水は練り場または土
置き場にかけると無駄にならない。 

１８．壁土練り場の養生 

西側土練り場の内枠で練った土は外枠側に移した。傾斜が北側
に傾いているためである。作業終了後、藁の発酵や壁土の乾燥
防止のため、水を十分に加え、シートを被せて養生した。シー
トが風で飛ばされないようにコンパネを重石としておさえた。 

村田町土壁塗り体験WS第 2回（2016/06/04～05） 作業内容 作成：横浜国立大学（新井康之、鍜治野泰佑） 

参加者（みらい館：2名 県内：3名 東北工大：1名 横浜国立大：4名）

１．粘土と藁スサの混錬作業（6月 4日） 

前回入れ忘れていた 3kg 分の藁スサをそれぞれの土練り場に
入れて混錬した。さらに東側土練り場には猫 3台分の粘土と藁
スサ 3kgを内枠の方に入れて切り返した。 

 

２．粘土と藁スサの混錬作業（6月 4日） 

西側土練り場では、内枠に猫車 9台分の粘土と藁スサ 9kg（1.5

袋分）を入れ、混錬した。 

 

 

３．発酵による色の違い 

西側土練り場において、内枠に 6月 4日に混錬した壁土（写真
左）と外枠に 4月 25日に混錬した壁土（写真右）を比べたと
ころ、発酵したほうが黒ずんでおり、発酵してないほうは明る
い茶色の色をしている。 

４．粘土と藁スサの混錬作業（6月 5日） 

東側土練り場の外枠に猫車6台分の粘土と藁スサ6kg（1袋分）
を入れ、混錬した。外枠で混錬した後、その分の壁土を内枠に
移して、内枠にある壁土と合わせて切り返した。 

 

５．藁スサづくり 

やましょう土蔵内にブルーシートを敷いて、藁スサをつくる。
押切を使う向きを考えて、切断した藁スサが中央に集まるよう
にすることで、効率的に藁スサを回収することができる。 

 

６．溝のガード 

壁土練り場と藁スサづくり作業場の間に溝があり、作業中に頻
繁に行き交いするので危険である。ワークショップでは子供も
参加するため、溝に落ちないようにガードを立てる必要がある。 


